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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、CDMタンパク質ファミリーに属します。これは造血細胞に特異的に発現し、主に末梢血白血球に発現します。このタンパク質は、ケモカインシグナル伝達に応答してリンパ球の移動に必要なアクチン細胞骨格のリモデリングに関与しています。これは、結合したGDPを遊離GTPと交換するグアニンヌクレオチド交換因子（GEF）として作用することにより、RAC1やRAC2などのRhoファミリーGTPaseのメンバーを活性化します。[RefSeq提供、2016年10月],domain:DHR-2ドメインはGEF活性を媒介する可能性があります。,function:ケモカインに応答してリンパ球の移動に必要な細胞骨格の再編成に関与しています。おそらくグアニンヌクレオチド交換因子（GEF）として機能することにより、RAC1およびRAC2低分子GTPaseを活性化し、結合したGDPを遊離GTPと交換します。 RAC2の活性化を介してIL2の転写活性化にも関与する可能性がある。,類似性：DOCKファミリーに属する。,類似性：1つのDHR-1（CZH-1）ドメインを含む。,類似性：1つのDHR-2（CZH-2）ドメインを含む。,類似性：1つのSH3ドメインを含む。,細胞内局在：F-アクチンと共局在する。,サブユニット：RAC1およびRAC2と相互作用する。CRKLおよびVAVと相互作用する。CD3Zと相互作用する。,組織特異性：造血細胞で特異的に発現する。末梢血白血球で高発現し、胸腺および脾臓では中程度の発現を示す。小腸および結腸では極めて低レベルの発現を示す。,
	研究分野
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	パラフィン包埋ヒト肝癌の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、45分）。

